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「溢れる思いやり」 

副校長 松下 由紀子 

新年度に入り、一か月が過ぎました。この最初の時期、月目標で「元気にあいさつをしよう」を掲げ、全校で

取り組んでいます。挨拶は良好なコミュニケーションをとる第一歩です。新年度になり改めてやる気が満ちてい

る中あいさつをすることは、クラス替えによる友達、先生との出会いがある中、自ら周りと関わる力をつけるた

めの良いきっかけとできることでしょう。また、子どもたちの元気で大きな声のあいさつは、学校の雰囲気も明

るいものしてくれています。 

さて、先日、窪町小学校の関係者の方から心温まる連絡が入りました。 

本日の放課後に不忍通りの坂下通り入口の交差点で、電動機自転車に乗っていたお年寄りが強風で倒され、道

に投げ出される事故がありました。その方は自力で立ち上がりましたが、その時６年生二人が、重い自転車を立

てて上げ、「大丈夫ですか」「風が強いので気を付けてください」と親切に礼儀正しい態度でお年寄りを助けて、

非常に立派でした。 

倒れた方は自力で立ち上がる体力はあっても、ショックはあったと思います。そんな時、声をかけてもらえた

ことは大変心強かったのではないでしょうか。大人でも知らない人に声をかけるのは勇気がいります。けれども、

二人は困っている人がいた時、さっと声をかけ手を差し出すことができました。それは、日頃から周りを気にか

け、困っている人がいたら助けることが当たり前に身についているからだと思います。その思いやり溢れる行動

を知り、本当に嬉しくなりました。 

窪町小学校には、伝統的に「菊の花」「水辺の馬」「かやの木」の三つのシンボルがあり、それぞれに意味があ

ります。 

「菊の花」 …校章に模されており「自分のよさを輝かせ、思いやりの心をもって共に 

       生きよ」という願いが込められています。 

「水辺の馬」…西洋のことわざにちなみ、「自分から進んで学び、意欲をもって生き 

       よ」という教えが込められています。 

「かやの木」…校庭に高くそびえ立ち、「たくましく、まっすぐのびろ。高く高く。」 

       と語りかけるように子どもたちを見守っています。 

これらは、学校の教育目標とともに学校全体に浸透し、児童が目指す姿として学校生活全般を通して伝統とし

て引き継がれているのでしょう。それらの現れた姿が６年生二人だったと思います。これ以外にも、体育の時間

にリレーでラストになった友達に「がんばれ」と大きな声援を送っているなど、自分を取り巻く人たちに共感し、

大切にしていることが伝わってきます。このような相手を思う心、窪町小の子として誇れる態度は、地域におい

てはもちろん、それぞれの道に進んでもより良い影響を周りに与えていく力につながっていくと信じています。 

今年度は、教育目標の中での重点目標は「よさを生かし 共に生きる子」です。これは今言われている「生き

る力」につながってくるものでもあります。この目標を意識しつつ、今後も子どもたちが健やかに成長できるよ

う、保護者のみなさまと協力して学校生活を進めていきたいと思います。GWも始まりますが、安全に気を付け、

ゆっくりと心身ともにリフレッシュをしてお過ごしください。 
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生活指導主任より                                  

朝の登校時間は、8 時 10 分から 8 時 20 分です。登校時間を守れるように、各ご家庭のご協力をお願いします。ま

た、「窪町スタンダード」もお配りしています。昨年度と大きな変更はありませんが、内容をよくお読みいただき、それに則

って過ごせるように、お家でもご確認いただければと思います。 

 

「学びの教室」について                                 

 本校では、平成２９年度から「学びの教室」（特別支援教室）を開設し、専門の教員による巡回指導を行っています。 

 児童一人一人の教育的ニーズを把握し、個々の力を高め、特性に合わせて生活や学習の困難を改善、克服するため

に必要な支援を行うことが「学びの教室」の主な目的です。特に、友達との接し方や集団行動など、生活の中で児童が困

難に感じていることへの支援が中心となります。児童それぞれが力を伸ばし、自己の課題を克服していけるように、支援

の充実を図っています。 

 

音楽朝会について                                         

昨年度までの音楽朝会は、感染症対策のため、校内放送や電子黒板で、音楽を聴くことを中心に行ってきました。 

しかし、本来、学校では一年間の様々な行事で歌を歌ってきました。1 年生を迎えた喜びや春夏秋冬の季節のうつろ

い、6 年生との別れなど、それぞれの場面で、児童の思いや願いを歌声にこめて、みんなで気持ちを一つにして歌ってき

ました。 

今年度からは、換気やソーシャルディスタンスに配慮しながら、複数学年が体育館に集まり、少しずつ本来の音楽朝会

の形に戻していけたらと願っています。 

まずは、各クラスの音楽の授業で、歌詞を大切にしながら、気持ちを込めて素敵な歌声を作ります。そして、音楽朝会

では、クラスや学年を超えた一体感を味わい、一人一人の児童に豊かな音楽体験をしてもらいたいです。 

これからも、窪町小学校の児童の生活が明るく豊かになるように、様々な工夫をして音楽朝会を計画していきます。ど

うぞよろしくお願いします。 

 

校内研究について                                   

本校には、子どもたちが運動をできる時間や場所が限られていて、思う存分体を動かすことが難しいという課題

があります。そこで、そのような限られた環境の中でも、児童が主体的に運動や自身の健康に興味をもち、将来の

豊かなスポーツライフを実現できるようにしたいと考え、昨年度から研究教科を「体育健康」に変更し、1 年間研究

を深めてきました。研究 1 年目の昨年度は、子どもたちの実態把握や教師の授業力向上に重きを置き、授業研究

や日々の授業改善に努めてきました。そして、今年度も昨年度の研究を継続する形で「体育科」を中心として研究

を進めていきます。昨年度以上に、子どもたちが、運動の楽しさや喜びを味わうことのできる授業を実践していき、

子どもたちが意欲的に運動に親しめるようになっていければと思っています。 

また、今年度からは授業改善だけでなく、環境改善にも取り組んでいきます。限られた運動環境の中でも、子ど

もたちが自身の健康やスポーツに興味をもったり、自然と体が動かしたくなったりするような校内環境を検討し、整

えていきます。 

 

 

 

 

 


